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第２次都市計画マスタープラン（第２次計画 H23 年度～）の取組状況及び今後の課題と改定の方向性   

項目 基本方針（都市レベル） 個別方針（都市レベル） ①取組状況及び今後の課題 ②改定の方向性 庁内関連部署 

１．土地利

用の基本

方針 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①都市地域と農業、森林

地域の明確な区分化

を図り、自然と調和の

とれたまちづくりを

めざします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈都市地域及びその周辺〉    

下御料地区の用途地域に隣接する区域

は、北の峰地区における観光振興や移

住定住にも対応した、適切な土地利用

へ誘導します。整備の際は、地区計画

を活用して、周辺の居住環境や自然環

境との調和に配慮します。 

・下御料地区については、同地区の一

部が農地転用され、今後も農地転用

がすすむことが見込まれることか

ら、平成２９年度に特定用途制限地

域（リゾート産業地区）に変更済み

であり、あわせて景観地区を指定済

みです。 

・これらの変更を行うことで、「自然と

調和した観光リゾート開発を適切に

誘導する地区」とし、また、工業系

の用途の規制を強化し、一般住居系

としての土地利用にするものとなっ

ています。 

 

・景観地区を指定済みであることから、方針は

継続のまま表現を見直します。 

 

・企画振興課【移住・景観】 

・市民協働課【自治】 

・農林課  【農振地域】 

・商工観光課【観光振興】 

・農業委員会【農地】 

扇山地区の国道沿道の白地地域は、隣

接する工業地と一体となった沿道利用

に向けて秩序ある適切な土地利用の促

進を図ります。 

・扇山地区の国道沿道の白地地域は、

平成１９年度に特定用途制限地域

（主要幹線道路沿道地区）を指定し

ています。 

・当時、倶知安町で白地地域の土地取

引が活発になっていたことや富良野

市でも人口減少が進む中で、無秩序

な乱開発による市街地拡大を抑制

し、住環境に悪影響を及ぼすような

建築物を規制するために進められま

した。 

・現在の規制、誘導により、今後も方針を継続

します。 

・都市建築課 

学田三区の国道沿道の白地地域は、当

面は農業を振興する地区と位置付け、

地域高規格道路富良野道路の開通後の

交通動向等をふまえて、適切な土地利

用を検討します。 

・富良野道路が北の峰ＩＣ～布部ＩＣ

で開通済みです。開通済みＩＣ周辺

での土地開発の動きは現状では確認

されていません。 

・現在、富良野北道路 5.7km（北の峰Ｉ

Ｃ～中富良野ＩＣ）が整備中です。 

・北の峰ＩＣ周辺は特定用途制限地域

（主要幹線道路沿道地区）を指定す

ることで、無秩序な乱開発による市

街地拡大を抑制し、住環境に悪影響

を及ぼすような建築物を規制してい

ます。 

 

 

 

 

・北の峰ＩＣ～布部ＩＣが開通済みのため周辺

開発の可能性もあるが、旭川十勝道路の全体

が開通するまでには数十年以上かかると見

込まれることから、これまでどおり農業を振

興する地区と位置付けます。 

 

・建築物の規制を強化する場合は、特定用途制

限地域（主要幹線道路沿道地区）の規制内容

の変更もしくは景観地区指定などの手法を

検討する必要があります。 

・企画振興課【地域高規格道路】 

・農林課  【農振地域】 

・都市施設課【地域高規格道路】 

・農業委員会【農地】 

資料２ 

第２次富良野市都市計画マスタープラン P46～61 掲載内容 今回検討 



 2 / 12 

 

第２次都市計画マスタープラン（第２次計画 H23 年度～）の取組状況及び今後の課題と改定の方向性   

項目 基本方針（都市レベル） 個別方針（都市レベル） ①取組状況及び今後の課題 ②改定の方向性 庁内関連部署 

１．土地利

用の基本

方針 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①都市地域と農業、森林

地域の明確な区分化

を図り、自然と調和の

とれたまちづくりを

めざします。 

 

〈農業地域、森林地域〉    

清水山、ナマコ山、スキー場などの周

辺の豊かな森林地帯を、森林地域とし

て積極的に保全していきます。 

・清水山、ナマコ山周辺は、平成１９

年度に特定用途制限地域（田園居住

地区）を指定しています。また、同

時期にスキー場周辺は特定用途制限

地域（リゾート産業地区）を指定し

ています。 

・なまこ山は道立公園であり、田園居

住地区としての規制が強いことから

開発は進まないと考えられます。 

・清水山周辺においては、床面積が

3,000 ㎡までの宿泊施設の建設が可

能で、高さ制限も無いことから開発

が進む可能性があります。 

・方針を継続します。 

・【ナマコ山】という表現について見直します。 

⇒なまこ山（朝日ヶ丘公園） 

・とりわけ、清水山周辺において、建築物の規

制を強める考えのもと、景観地区などの地区

指定も可能となるよう記載すべきか検討が

必要です。 

・農林課  【森林】 

 

大沼地区、扇山地区、下五区の良好な

農地を、農業地域として積極的に保全

します。 

・都市計画区域内における大沼地区。

扇山地区、下五区周辺は、平成１９

年度に特定用途制限地域（田園居住

地区）を指定しています。 

 

・方針を継続します。 

 

・農林課  【農振地域】 

・農業委員会【農地】 

②自然と調和した観光

リゾート整備に向け

適切に誘導します。 

農業、森林地域を保全し、自然と調和

した観光リゾート整備に向け適切な誘

導を図ります。 

・下御料周辺においては、平成２９年

度に特定用途制限地域（田園居住地

区）から（リゾート産業地区）に一

部区域を変更しています。 

・方針を継続します。 ・農林課  【農業・森林】 

・商工観光課【観光リゾート】 

・農業委員会【農業】 

③長期的な視野に基づ

いた市街地内の土地

利用の促進をめざし

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈住宅地〉    

現在の市街地の形態を基本にして、専

用住宅地と小規模の店舗や事務所等が

共生する一般住宅地を適正に配置しま

す。 

・住宅地の配置については、現在指定

済みの用途地域を継続することを基

本とします。 

・方針を継続します。 ・都市建築課 

（駅東地区）    

低層住宅を主体とした専用住宅地を配

置し、必要に応じて地区計画を活用し、

ゆとりある良好な住環境を保全しま

す。 

・現在指定済みの用途地域を継続する

ことを基本とします。 

【用途地域】 

・第１種低層住居専用地域 

・第２種中高層住居専用地域 

・第１種住居地域 

・工業地域 

 

【地区計画】 

・東雲町地区計画 

（１）低層専用住宅地区 

（２）低層一般住宅地区 

 

・方針を継続します。 ・都市建築課 

資料２ 

第２次富良野市都市計画マスタープラン P46～61 掲載内容 今回検討 
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第２次都市計画マスタープラン（第２次計画 H23 年度～）の取組状況及び今後の課題と改定の方向性   

項目 基本方針（都市レベル） 個別方針（都市レベル） ①取組状況及び今後の課題 ②改定の方向性 庁内関連部署 

１．土地利

用の基本

方針 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③長期的な視野に基づ

いた市街地内の土地

利用の促進をめざし

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

JR 根室本線沿線には、中高層の共同住

宅や地域センター病院が立地してお

り、引き続き一般住宅地として配置し

ます。 

・現在指定済みの用途地域（第１種住

居地域）を継続することを基本とし

ます。 

・方針を継続します。 ・都市建築課 

地区内の幹線道路沿道に必要な生活利

便施設の立地を誘導します。 

・現在指定済みの用途地域（第２種 

低層住居専用地域）により、150 ㎡

以下の生活利便施設（コンビニ等）

は立地可能となっています。 

・方針を継続します。 ・都市建築課 

（駅西地区）    

中心市街地の中心商業業務地の周囲に

一般住宅地を配置し、生活利便施設の

確保とあわせて中高層住宅の建設を誘

導し、街なか居住を推進します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・区域マス（整開保）の見直しにあわ

せ、区分の見直しが必要です。 

 

【区域マス（整開保）P2 の記載内容】 

Ⅲ．主要な都市計画の決定の方針 

 １．土地利用に関する主要な都市計

画の決定の方針 

（１）主要用途の配置の方針 

①住宅地 

・本区域の住宅地は、高度利用住宅 

地、一般住宅地及び専用住宅地で構 

成する。 

・高度利用住宅地は中心商業業務地 

の周辺及び駅西地区に配置し、まち 

なか居住の推進を図るほか、周辺住 

宅地の住環境に配慮した上で近隣 

住民のための大規模な生活利便施 

設や沿道サービス施設等が立地す 

る居住と商業が複合化した土地利 

用の形成を図る。 

・一般住宅地は、高度利用住宅地の 

周辺に配置し、周辺住宅地のための 

生活利便施設の立地を許容しつつ 

中低層住宅地として良好な住環境 

の形成及び保全を図る。また、一般 

住宅地を北の峰地区に配置し、観光 

レクリエーション関連施設等の立 

地と住環境の一体的な保全を図る。 

・高度利用住宅地、一般住宅地の区分に応じた

記載内容の見直しを行います。 

 

・「中心商業業務地」⇒「商業地」 

・「街なか居住」  ⇒「まちなか居住」 

・立地適正化計画の策定を視野に、都市のコン

パクトシティ化に資する都市機能の誘導に

言及します。 

「都市機能を中心市街地へ誘導し、コンパクト

シティの形成を推進します。」 

・都市建築課 

・消防【準防火地域】 

 

 

【高度利用住宅地とは】 

 利便性が高く多様な都市サ

ービス機能を享受できる集

合型の居住機能と居住者の

利便を支える機能が複合し

た住宅市街地の形成を目指

す地域 

【一般住宅地とは】 

 戸建住宅から集合住宅まで

の多様な居住機能と市民生

活の利便を支える機能が調

和する市街地の形成を目指

す地域で、第 1 種住居地域・

第 2 種住居地域を指します 

【専用住宅地とは】 

 低層住宅地として良好な住

環境の形成を目指す地域で、

第 1 種低層住居専用地域・第

2 種低層住居専用地域・第 1

種中高層住居専用地域・第 2

種中高層住居専用地域を指

します。 

中心市街地の周囲に専用住宅地を配置

し、戸建住宅と生活利便施設を中心と

した良好な住環境を保全します。 

・一般住宅地、専用住宅地の区分に応じた記載

内容の見直しを行います。 

・都市建築課 

・消防【準防火地域】 

国道38号と237号の沿線地区における

沿道型住宅地としての土地利用の活性

化を図ります。 

 

・国道 38 号と 237 号の沿線地区は用途

地域を準住居地域とすることで、規

制を緩和しています。 

・方針を継続します。 ・都市施設課 

・都市建築課 

資料２ 

第２次富良野市都市計画マスタープラン P46～61 掲載内容 今回検討 
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第２次都市計画マスタープラン（第２次計画 H23 年度～）の取組状況及び今後の課題と改定の方向性   

項目 基本方針（都市レベル） 個別方針（都市レベル） ①取組状況及び今後の課題 ②改定の方向性 庁内関連部署 

１．土地利

用の基本

方針 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③長期的な視野に基づ

いた市街地内の土地

利用の促進をめざし

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（北の峰地区）    

スキー場周辺には、観光リゾート関連

施設や商業施設の立地する一般住宅地

を配置します。 

・スキー場周辺は、第２種住居地域及 

び特定用途制限地域（リゾート産業 

地区）となっています。 

・基本的には一般住宅地を維持します

が北の峰西団地（公営住宅）の建て

替え検討とあわせて、用途地域につ

いて検討する必要があります。 

（周辺に宿泊施設コンドミニアムの開

発が進み、移転建替を志向するなら

ば第 2 種住居地域を指定します。現

地建替となれば2中高を維持します） 

 

・現状維持として方針を継続します。 ・商工観光課【観光リゾート】 

・都市建築課 

朝日ヶ丘総合公園の周辺には専用住宅

地を配置し、市営住宅などの共同住宅、

戸建住宅と生活利便施設が立地する良

好な住環境へ誘導します。 

 

・朝日ヶ丘総合公園の周辺は、第２種 

中高層住居専用地域となっており

ます。 

・方針を継続します。 

 

・都市建築課 

 

北の峰地区を観光振興や移住定住に対

応した適切な土地利用を図る地区と位

置付け、下御料地区の用途地域に隣接

する区域は、自然環境及び既存住宅地

の環境を阻害するおそれのある建築物

の規制・誘導を図りながら、周辺と調

和した一般住宅地としての活用を検討

します。 

・平成２９年度に特定用途制限地域の

区域変更及び景観地区を指定してい

ます。 

・北の峰地区における第２種住居地域

では、ホテルやコンドミニアム等の

建設が進んでいます。 

・その一方で、地価高騰の原因となる

高値での土地取引や上記施設への外

国人観光客による地域固有の問題が

発生しています。 

・平成２９年度に景観地区を指定した経過か

ら、今後も用途地域、特定用途制限地域（リ

ゾート産業地区）、景観地区を継続し、自然

環境及び既存住宅地の環境を維持します。 

・企画振興課【移住】 

・市民協働課【自治】 

・商工観光課【観光振興】 

〈商業地〉    

現在の中心商業地を市街地の核となる

商業地として配置し、駅東地区、緑町

地区に地区商業地を適正に配置しま

す。 

・駅東地区及び緑町地区への商業地の

適正配置について、現在の用途地域

の範囲で商業施設が配置されていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・人口が減っても都市機能を確保するコンパク

トシティの考えのもと、商業地は中心市街地

に配置することとします。 

 

「現在の中心市街地にある商業地を、市街地形

成の要素である商店街の維持・持続に向け配

置し、駅東地区、緑町地区に地区商業地を適

正に配置します。」 

・商工観光課【商業地の配置】 

・都市建築課 

 

資料２ 

第２次富良野市都市計画マスタープラン P46～61 掲載内容 今回検討 
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第２次都市計画マスタープラン（第２次計画 H23 年度～）の取組状況及び今後の課題と改定の方向性   

項目 基本方針（都市レベル） 個別方針（都市レベル） ①取組状況及び今後の課題 ②改定の方向性 庁内関連部署 

１．土地利

用の基本

方針 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③長期的な視野に基づ

いた市街地内の土地

利用の促進をめざし

ます。 

〈工業地〉    

現在の花園工業団地と学田工業団地を

専用工業地として配置し、扇山地区の

国道38号沿線を沿道型工業施設が立地

する一般工業地として配置します。 

・現在指定済みの用途地域（工業地域）

は、花園・学田・北斗に配置されて

います。 

・また、扇山地区の国道 38 号沿線は、

用途地域（準工業地域）と特定用途

制限地域（主要幹線道路沿道地区）

となっています。 

・将来における土地利用の見通しとして、宅地

化・市街化をすすめるべきではないと考え、

現行のまま用途地域・特定用途制限地域を継

続します。 

・都市施設課【花園団地】 

・都市建築課 

④効率的な土地利用規

制による良好な市街

地形成をめざします。 

 

 

現在の用途地域による土地利用規制を

継続させ、良好な市街地形成をめざし

ます。 

・用途地域を基本として土地利用規制

を行っております。 

・方針を継続します。 ・都市建築課 

準工業地域が指定されている地区に特

別用途地区を指定し、大規模集客施設

を制限します。 

・平成２０年に特別用途地区を設定し

大規模集客施設の制限を完了済で

す。 

・建築基準法に定める大規模集客施設

の立地可能な地域は、近隣商業地

域・商業地域・準工業地域となって

います。 

・特別用途地区を決定するにあたって

はコンパクトシティの考えのもと、

準工業地域に大規模集客施設を立地

できないよう規制した経過にありま

す。 

 

・方針を継続します。 ・都市建築課 

中心市街地における準防火地域は、人

口減少と高齢化の進行により市街地が

変化していることや、市街地の再整備

が行われることから、指定の見直しを

行います。 

・近隣商業地域、商業地域の指定区域

に合わせて準防火地域を見直し済み

です。（平成 26 年度） 

・市街地再整備の可能性はあるものの、そのこ

とを理由として準防火地域の指定を見直す

ことは考えられないため、項目削除もしくは

表現を見直します。 

・都市建築課 

・消防【準防火地域】 

工業地については、特別用途地区等を

活用し工業地として合理的な土地利用

の誘導を図ります。 

・現在、特別用途地区（大規模集客施

設制限地区）を指定しています。 

・方針を継続します。 ・都市建築課 

白地地域については、地域特性に配慮

し良好な市街地形成を目指した特定用

途制限地域指定に基づき建築物の規

制・誘導を図ります。 

・特定用途制限地域を基本として土地

利用規制を行っております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・方針を継続します。 ・都市建築課 

資料２ 
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第２次都市計画マスタープラン（第２次計画 H23 年度～）の取組状況及び今後の課題と改定の方向性   

項目 基本方針（都市レベル） 個別方針（都市レベル） ①取組状況及び今後の課題 ②改定の方向性 庁内関連部署 

１．土地利

用の基本

方針 

 

⑤公共施設の適正な配

置による土地利用の

促進をめざします。 

官公庁施設、文化施設、総合スポーツ

公園、福祉施設、公営住宅等の公共施

設を市街地内に適正に配置し、その周

辺の土地利用の活性化をめざします。 

・現在の市役所庁舎及び文化会館周辺

は、公共施設の建設が可能となるよ

う令和元年度に用途地域を変更して

います。 

・総合スポーツ公園における施設の建

替えを現在の位置に行う場合は、用

途地域の変更（1住⇒2住）をする必

要があります。 

・福祉施設である「北の峰ハイツ」が

平成２５年４月に東雲町（未利用地）

に移転した経過にあります。 

・例として公営住宅建替えが、現有地（北麻町

etc）で行われた場合、その周辺の土地利用

を活性化するとコンパクトシティの考え方

と矛盾することも考えられますので、【周辺

の土地利用の活性化】という点は検討が必要

です。 

【土地利用の活性化⇒有効活用】 

・公営住宅の建替えによる土地の有効活用の考

えとして、駐車場の整備や雪捨て場の確保が

考えられます。 

・財政課【官公庁施設】 

・市民協働課【文化スポーツ施

設】 

・高齢者福祉課【福祉施設】 

・福祉課【福祉施設】 

・都市建築課【公営住宅】 

２．市街地

の開発及

び再整備

の基本方

針 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①中心市街地の再整備

をめざします。 

中心市街地活性化基本計画に基づき、

滞留拠点整備等により街なか回遊を推

進し、交流と賑わいが生まれる富良野

の顔となる地区として魅力向上をめざ

します。 

・令和２年３月末で中心市街地活性化

基本計画が終了していますが、今後

も中心市街地でのまちなか回遊を推

進する必要があります。 

・中心市街地活性化基本計画満了につき方針を

見直します。 

 

【市街地整備 2.0 を参考とした方針（案）】 

「国の市街地整備 2.0 に準拠した、行政が中心

に公共空間確保・宅地の整形化・建物の不燃

共同化を志向した開発から、公民連携による

ビジョンの共有や多様な手法を組み合わせ

た、エリアの価値と持続可能性を高める更新

を目指します」 

「中心街活性化基本計画による事業完了エリ

アと面的・時間的つながりを意識した、多様

な手法による、柔軟で連鎖的な市街地整備を

図っていきます」 

・都市建築課【中心街整備】 

 

中心市街地の生活利便性向上と快適な

居住環境づくりを進めるとともに、中

高層住宅の建設を誘導し、街なか居住

を推進します。 

・まちなか居住の推進については、現

在、引っ越し助成を行うことでソフ

ト面での誘導を図っています。 

・中高層住宅の建設誘導については、

公民連携のもと引き続き検討が必要

です。 

・中高層住宅の建設誘導については今後も検討

する必要があることから方針を継続します。 

 

・都市建築課【中心街整備】 

・都市建築課【街なか居住】 

②市街地内の面的な未

利用地の開発整備を

誘導します。 

 

 

 

 

 

 

 

西町、北斗町、新富町、東雲町、北の

峰地区における面的な未利用地を周辺

の住環境と一体となり、ゆとりのある

住宅地としての開発整備を誘導しま

す。 

・現状、左記の未利用地については農

地となっています。 

【未利用地の用途地域】 

西町 ～第１種中高層住居専用地域 

北斗町～第１種中高層住居専用地域 

新富町～第２種中高層住居専用地域 

東雲町～第１種低層住居専用地域 

北の峰～第１種住居地域・工業地域 

 

 

・当面は農地でありますが、住宅地として開発

される可能性もあるため、現状の方針を継続

します。 

・農林課【農業振興】 

・農業委員会【農地】 

 

資料２ 
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第２次都市計画マスタープラン（第２次計画 H23 年度～）の取組状況及び今後の課題と改定の方向性   

項目 基本方針（都市レベル） 個別方針（都市レベル） ①取組状況及び今後の課題 ②改定の方向性 庁内関連部署 

２．市街地

の開発及

び再整備

の基本方

針 

 

 

 

②市街地内の面的な未

利用地の開発整備を

誘導します。 

 

 

学田工業団地内の面的な未利用地を将

来的な工業の振興が図れるような開発

整備を誘導します。 

・現在指定済みの用途地域（工業地域） 

を継続。 

・方針を継続します。  

③北の峰地区の振興に

必要な面的な開発整

備を検討します。 

北の峰地区を観光振興や移住定住に対

応した適切な土地利用を図る地区と位

置付け、下御料地区の用途地域に隣接

する区域は、一般住宅地として開発整

備を検討します。 

・特定用途制限地域の区域変更及び景

観地区を指定済み。 

・方針を継続します。 

（検討します。⇒継続します。） 

・企画振興課【移住】 

・商工観光課【観光振興】 

 

３．交通体

系の整備

に関する

基本方針 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①地域高規格道路を中

心とした広域幹線道

路網の整備をめざし

ます。 

地域高規格道路の整備に伴い、それを

中心とした都市間幹線道路として国道

38 号及び 237 号を配置し広域幹線道路

網の整備をめざします。 

・富良野道路が北の峰ＩＣ～布部ＩＣ

で開通済み。継続して富良野北道路

が整備中。 

【広域幹線道路網について】 

・方針を継続します。 

 

 

・企画振興課【高規格道路】 

・都市施設課【高規格道路】 

 

②将来的な土地利用を

考慮した幹線道路網

の整備をめざします。 

将来の市街地を考慮し、市街地内幹線

道路網の適正な配置と整備をめざしま

す。 

・現在指定済みの都市計画道路を基本

とし、未着手道路については検討が

必要です。 

 

・方針を継続します。 

 市街地内幹線道路網については、配置が完了

していますので、順次整備をめざすこととし

ます。 

 

市街地内幹線道路網と市街地外との良

好なアクセスの確保、及び市街地外の

主要施設や観光施設とのアクセスを確

保するため、道路網の適正な配置と整

備をめざします。 

・現在指定済みの都市計画道路を基本

とし、未着手道路については検討が

必要です。 

 

・方針を継続します。 

 上記同様 

・商工観光課【観光施設】 

・都市施設課【道路網】 

 

③市街地内の幹線道路

を再検討します。 

北海道が策定した「都市計画道路見直

しガイドライン」を参考に、未着手路

線をはじめとする都市計画道路網の見

直しを検討します。また、都市計画道

路の見直しと併せて、見直し対象とな

った地域の土地利用について検討しま

す。 

・長期未着手の都市計画道路の見直し

方針を策定し、西大通、平和通の見

直しを実施済み。今後見直し方針に

即した見直しを継続します。 

・策定済み見直し方針に即して順次実施してい

く表現とします。 

  

・都市施設課【幹線道路】 

 

④人にやさしい歩行者

空間の創出をめざし

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

市街地内幹線道路を中心に歩行者が安

全に且つ快適に利用できるような歩道

整備を促進し、回遊性を高める歩行者

空間のネットワーク形成やバリアフリ

ー化を進めます。 

・平成１８年度に策定した「交通バリ

アフリー特定事業計画」に基づき、

歩道整備を進めてきました。 

特定経路（９路線）は実施済み 

準特定経路（２１路線）は実施中 

・方針を継続します 

 

 

 

 

 

・都市施設課【歩道整備など】 

歩行者空間のネットワーク形成に併せ

て、回遊の魅力を高めるため、幹線道

路内における歩行者の休憩空間の適正

な配置をめざします。 

・平成１８年度に策定した「交通バリ

アフリー特定事業計画」に基づき、

歩行者の休憩空間の整備を進めてい

ます。 

・方針を継続します 

 

 

 

 

・都市施設課【休憩空間】 
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第２次都市計画マスタープラン（第２次計画 H23 年度～）の取組状況及び今後の課題と改定の方向性   

項目 基本方針（都市レベル） 個別方針（都市レベル） ①取組状況及び今後の課題 ②改定の方向性 庁内関連部署 

 

 

 

④人にやさしい歩行者

空間の創出をめざし

ます。 

  ・歩いて暮らせるまちづくりの観点及び公民連

携の視点を踏まえ方針を追記します。 

 

・官民のパブリック空間（街路、広場、民間空

地等）をウォーカブルな人中心の空間への転

換を図っていきます。 

＝ウォーカブル推進都市 

・また、歩いて暮らせるまちづくりを推進する

ため、民間投資と共鳴しながら「居心地が良

く歩きたくなるまちなか」を目指します。 

市街地への来訪者や海外からの観光客

も一人歩きできるような、サインや情

報提供体制の整備をめざします。 

・中心街整備推進事業において、まち

なかに案内看板を設置済みです。 

・また、外国語版の観光案内パンフを

作成し対応しています。 

・方針を継続します。 

 

・都市建築課【中心街】 

３．交通体

系の整備に

関する基本

方針 

⑤東西市街地をつなぐ

交通網の確保をめざ

します。 

JR 根室本線により分断されている、東

西市街地間のアクセスの確保をめざし

ます。 

 

・ポッポブリッジの整備により、徒歩

及び自転車等によるアクセスを可能

としています。 

・現状は線路があり、さらには駅周辺

の市街地形成も進んだことから、東

西市街地アクセス道路を整備するこ

とは困難と考えます。 

・一方で、今後の JR 根室本線の維持存

続の状況によっては、東西市街地を

つなぐ道路の整備について課題とな

る場合も想定されます。 

・駅周辺の市街地形成が進んでいることから、

道路整備によるアクセス確保は困難と考え、

項目削除もしくは方針を見直します。 

・企画振興課【公共交通】 

⑥環境への負荷が低く、

人にやさしい交通体

系整備をめざします。 

市民の足を確保するため、市民の行動

ニーズや地域の事情に応じて、適切な

バス路線網の形成をめざします。市街

地内の交通ネットワーク、市街地から

周辺地域をつなぐ交通ネットワークの

形成にあたっては、環境への負荷が低

いバスや自転車を利活用しやすい環境

づくりを検討します。 

・地域公共交通網形成計画の策定を検

討されています。 

・市民アンケートの結果からも高齢者

の足の確保が課題となっており、市

街地及び市街地周辺と既存集落を結

ぶ交通ネットワークの形成が課題と

なっています。 

・人口減少、新型コロナの影響でバス

乗車人員が減少し、広域交通生活路

線維持対策路線維持費補助金（２路

線：道及び市補助）に該当しない可

能性があり、既存の交通を維持する

ことが困難になっています。 

・方針を継続します。 

・地域公共交通網形成計画の策定及び市街地循

環バスの実現により、交通ネットワークの充

実について検討が必要です。 

・第６次総合計画における公共交通政策の考え

方と連動させた記載を検討します。 

・企画振興課【公共交通】 

４．自然環

境の保全

及び公園

緑地の整

①富良野らしい自然的

環境の積極的な保全

をめざします。 

将来的な土地利用方針において位置付

けられた森林地域及び農業地域の積極

的な保全をめざします。 

・特定用途制限地域及び景観地区の指

定により建築物の規制をしていま

す。 

・方針を継続します。 ・都市施設課【公園管理】 

緑の骨格を形成し、緑の軸となる空知 ・特定用途制限地域及び景観地区の指 ・方針を継続します。 ・都市施設課【河川管理】 

資料２ 
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第２次都市計画マスタープラン（第２次計画 H23 年度～）の取組状況及び今後の課題と改定の方向性   

項目 基本方針（都市レベル） 個別方針（都市レベル） ①取組状況及び今後の課題 ②改定の方向性 庁内関連部署 

備に関す

る基本方

針 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．自然環

境の保全

及び公園

緑地の整

備に関す

る基本方

針 

川、富良野川等の良好な河川の積極的

な保全と復元をめざします。 

定により建築物の規制をしていま

す。 

  

②観光リゾート地と自

然的環境の調和をめ

ざします。 

観光リゾート開発において、周辺の自

然的環境の保全と調和を考慮した開発

をめざします。 

・特定用途制限地域及び景観地区の指

定により建築物の規制をしていま

す。 

・方針を継続します。 ・商工観光課【観光振興】 

③「緑の基本計画」に基

づき、市街地内におけ

る公園緑地の適正な

配置と整備をめざし

ます。 

 

 

 

 

③「緑の基本計画」に基

づき、市街地内におけ

る公園緑地の適正な

配置と整備をめざし

ます。 

地区住民が憩いとやすらぎを得ること

ができ、且つ地区のコミュニティ活動

に寄与できるように公園緑地の適正な

配置と整備をめざします。 

・緑の基本計画は平成１４年度に策定

され、平成２９年度に改定予定でし

たが、緑化審議会で都市マス改定後

に改定予定とした経過にあります。 

・地区単位の公園緑地については、コミュニテ

ィ活動を促す観点から、地域団体と行政が連

携し、既存の公園緑地を適正に維持管理する

よう見直します。 

・都市施設課【公園緑地】 

・都市建築課【緑化推進】 

市民が利用でき都市コミュニティ活動

に寄与できるように、総合公園、運動

公園、空知川河川緑地等の大規模公園

緑地の適正な配置と整備をめざしま

す。 

・緑の基本計画は平成１４年度に策定

され、平成２９年度に改定予定でし

たが、緑化審議会で都市マス改定後

に改定予定とした経過にあります。 

・大規模な公園緑地については、防災上の観点

から行政が主体となって、既存の公園緑地を

適正に維持管理するよう見直します。 

・都市施設課【公園緑地】 

・都市建築課【緑化推進】 

「緑の基本計画」に基づき、駅西地区

と駅東地区を緑化重点地区とし、とり

わけ中心市街地を緑化重点モデル地区

と位置付け、先導的な緑化空間整備を

めざします。 

・緑の基本計画は平成１４年度に策定

され、平成２９年度に改定予定でし

たが、緑化審議会で都市マス改定後

に改定予定とした経過にあります。 

・「緑の基本計画」の改定にむけて、緑化重点

地区及び緑化重点モデル地区は設定せず、全

市的な緑化の維持を目指します。 

・都市建築課【緑化推進】 

④公共空間の緑化整備

をめざします。 

市街地内の小中学校、市役所等の公共

施設内の緑化整備を促進し、公園緑地

に準じるものとして地区住民が憩いと

やすらぎを享受できる環境づくりをめ

ざします。 

・市役所新庁舎においても緑化に配慮

した設計を検討しています。 

 

・方針を継続します。 

 

【補足】 

・都市計画の法律用語として、「公園緑地」と

は空き地（交通や建物に使われていないオー

プンスペース）も含まれます。そのため、小

中学校のグラウンドなどのように、植物に覆

われていない場所も「公園緑地」となります。 

・学校教育課【学校整備】 

・財政課【新庁舎】 

市街地内の幹線道路沿線及び鉄道沿線

における緑化整備を促進し、公園緑地

と一体となった緑のネットワーク形成

をめざします。 

・例年、国道 38 号線沿いや商店街の沿

道において、市民団体等が花を植え

ています。また、富良野市では富良

野駅前において建設業協会若手経営

者の協力により、花ポットに花を配

置・管理しています。 

・方針を継続します。 ・都市施設課 

・都市建築課【緑化推進】 

⑤市街地内の公園緑地

を誰でも利用できる

ような整備をめざし

ます。 

適正に配置された公園緑地において、

誰もが利用しやすいユニバーサルデザ

インに配慮した整備を促進し、子供や

若者と高齢者がつどい、世代を超えた

コミュニケーションが創出されること

をめざします。 

・富良野市における公園緑地 

 街区公園：45 箇所 

 近隣公園：1箇所（扇瀬公園） 

 地区公園：1箇所（若葉公園） 

 総合公園：1箇所（朝日ヶ丘総合公園） 

 風致公園：1箇所（鳥沼公園） 

 緩衝緑地：2箇所 

 広場公園：2箇所 

 都市緑地：17 箇所 

・方針を継続します。 ・都市施設課【公園整備】 
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第２次都市計画マスタープラン（第２次計画 H23 年度～）の取組状況及び今後の課題と改定の方向性   

項目 基本方針（都市レベル） 個別方針（都市レベル） ①取組状況及び今後の課題 ②改定の方向性 庁内関連部署 

 その他の公園：15 箇所 

⑥公園施設の安全性の

確保と維持管理コス

トの縮減をめざしま

す。 

既存公園の安全性の確保と維持管理コ

ストの縮減を図るため、公園施設の長

寿命化計画を策定し、計画的な維持管

理をめざします。 

・平成２３年度に公園施設の長寿命化

計画を策定し、平成３０年に計画の

見直しを行っています。 

 

・方針を継続します。 

 【計画を策定し】という文言を整理します。 

・都市施設課【公園長寿命化】 

⑦住民参加による「まち

ごと公園」の促進をめ

ざします。 

市街地住民の参加と合意による住民所

有地の庭づくり(ガーデニング)や花い

っぱい運動等の「街並み」の緑化運動、

民有地の樹木等の適切な維持管理によ

って「まちごと公園」の促進と浸透を

めざします。 

 

 

 

・各家庭や市民団体による緑化運動は

定着しています。 

・「まちごと公園」のキャッチフレーズを見直

しますが、住民が主体的に公園緑地を守る取

り組みについて、方針を継続します。 

 

・企画振興課【景観】 

・都市建築課【緑化推進】 

５．都市防

災に関す

る基本方

針 

 

 

①将来的な市街地を考

慮した防災ネットワ

ークの創出をめざし

ます。 

「富良野地域防災計画」に基づいて、

広域避難所、避難所、避難場所の適正

な配置をめざします。 

・避難所等については、指定避難所と

して小中高校を指定し、非常用電源

の確保や耐震改修を行っています。 

・引き続き、地域の実情に応じた施設

整備が課題となっています。 

 

・広域避難場所に指定されている公園緑地への

防災機能の強化について追記を検討します。 

・総務課【防災】 

交通体系の整備方針で位置付けた幹線

道路網を、住民を安全に避難場所まで

誘導する避難路として配置します。 

・「富良野市地域防災計画」資料編にお

いて、避難路指定図を策定済みです。 

・交通体系の整備方針における課題と

同様に、未着手道路の検討に応じて

避難路指定図の修正が必要と考えて

います。 

・被災時における避難や救助を円滑か

つ迅速に行うため、国や北海道と連

携し整備する必要があります。 

・また、避難路の沿道建築物の耐震化

や無電柱化について検討が必要で

す。 

・冬期間における避難路の確保及び避難路の沿

道建築物の耐震化や無電柱化について追記

を検討します。 

・総務課【防災】 

６．その他

の都市施

設の整備

に関する

基本方針 

 

 

 

 

 

①高齢・長寿社会に向け

た福祉施設の充実を

めざします。 

高齢・長寿社会の本格的な到来に向け

て「富良野市高齢者保健福祉計画・介

護保険事業計画」に基づいて、特別養

護老人ホーム、グループホーム、介護

付有料老人ホームなど介護・福祉施設

の適正な配置をめざします。 

・「富良野市高齢者保健福祉計画・介

護保険事業計画」については、3年毎

に計画の見直しを行っています。 

・現 7 期計画においては、ほぼ計画通

り施設整備されていますが、現在グ

ループホーム 1 か所（18 人）が休止

中となっています。今後については

令和 3 年からの第 8 期計画で検討し

ます。 

 

・介護・福祉施設の適正配置をめざすとして、

方針を継続します。 

 

・高齢者福祉課【福祉計画】 

・福祉課【福祉計画】 

資料２ 
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第２次都市計画マスタープラン（第２次計画 H23 年度～）の取組状況及び今後の課題と改定の方向性   

項目 基本方針（都市レベル） 個別方針（都市レベル） ①取組状況及び今後の課題 ②改定の方向性 庁内関連部署 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６．その他

の都市施

設の整備

に関する

基本方針 

 

②公共下水道の充実を

めざします。 

生活雑排水や産業排水などによる水質

汚染対策を図るため、市街地の未整備

区域の幹線管渠の整備を推進するとと

もに、老朽化した下水道施設の長寿命

化を図った改築更新をめざします。 

・公共下水道施設の老朽化対策につい

ては、公共下水道基本計画（令和２

年度計画策定）に基づき、施設及び

管渠を更新していきます。 

・方針を継続します。 ・上下水道課 

雨水による浸水対策を図るため、雨水

幹線の整備・改修を進めます。 

・雨水幹線の整備・改修の取り組みに

ついては、都度、対策を講じていま

す。 

・方針を継続します。 ・上下水道課 

③将来的な住宅需要に

対応した公営住宅の

再整備をめざします。 

将来的な住宅需要、かつ高齢社会に対

応した公営住宅の再整備をめざしま

す。 

・公営住宅の建替えについては、現状

「公営住宅等長寿命化計画」におい

て、令和４年度まで行う予定となっ

ており、それ以降の方針は未定とな

っています。 

 

・公営住宅に関する今後の方針として、再整備

及び改修による利活用の方向性を含めた見

直しを検討します。 

 

・都市建築課 

④将来的なごみ処理体

制の確立と充実をめ

ざします。 

「富良野市一般廃棄物処理基本計画」

に基づき、ごみの収集、中間処理、最

終処分、リサイクル等の処理体制の確

立と充実をめざします。 

・現行の分別区分以降、約 90%のリサイ

クル率を継続しており、順調な処理

体制を維持しているが、処理施設の

老朽化が進み更新を見据えた検討が

必要です。 

・方針を継続します。 ・環境課 

⑤総合スポーツ公園の

整備・改修を進めま

す。 

多様なスポーツレクリエーションニー

ズに対応するため、総合スポーツ公園

の整備・改修を進めます。 

・総合スポーツ公園の老朽化に伴う建

て替えの検討が必要です。 

・毎年度、各競技団体より施設改修に

関する要望を聞き取り、必要最低限

の維持改修を行っています。 

・方針を継続します。 ・市民協働課 

⑥市場については、現施

設を適切に維持管理

します。 

都市計画決定されている富良野市公設

地方卸売市場は、施設の老朽化が進ん

でいることから適切に維持管理しま

す。都市計画道路の見直しと併せて市

場の区域についても検討します。 

・H30 より民間譲渡しています。 

・都市計画道路の見直しと市場の区域

については、すでに検討がなされ現

状となっています。 

・施設の更新が必要な場合は、都市計

画決定された区域内でのみ実施でき

ます。 

・市場施設については、民間譲渡されても都市

計画施設としての位置づけがされますので、

基本方針・個別方針ともに見直しが必要で

す。 

・都市建築課 

⑦周辺環境に配慮した

河川整備に努めます 

空知川、富良野川、ベベルイ川などの

河川については、各種開発事業などと

の調整を図りつつ、親水機能にも配慮

した自然と触れ合う水辺空間の活用

や、総合的な治水対策に努めます。 

・親水機能に配慮した河川整備などに

ついて、国や北海道と協議し治水対

策に努めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・方針を継続します。 ・都市施設課【河川整備】 
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第２次都市計画マスタープラン（第２次計画 H23 年度～）の取組状況及び今後の課題と改定の方向性   

項目 基本方針（都市レベル） 個別方針（都市レベル） ①取組状況及び今後の課題 ②改定の方向性 庁内関連部署 

７．都市景

観形成に

関する基

本方針 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７．都市景

観形成に

関する基

本方針 

①自然と調和したまと

まりのある市街地景

観の創出をめざしま

す。 

市街地周辺の豊かな自然と調和し四季

折々の美しい景観を創出し、住宅地景

観、商店街景観等の地区の個性によっ

て形成される景観をまとまりのあるも

のとすることをめざします。 

・景観計画を令和２年度に策定中です。 

・景観計画では、５つのエリア（市街

地・田園・リゾート・沿道・森林）

で景観形成基準を定め、良好な景観

維持をめざしています。 

・富良野市全域において、色彩基準や

自然環境との調和・良好な眺望への

配慮を方針化することで、まとまり

のある景観の創出をめざしていま

す。 

・景観計画における市街地景観エリア及びリゾ

ート景観エリアに関する内容と整合性を図

ります。 

・企画振興課【景観】 

②中心市街地はまちの

顔に相応しい景観形

成をめざします。 

中心市街地の整備に合わせ、来訪者が

美しい環境の中で街なか回遊を楽しむ

ことができるよう、富良野市のイメー

ジを高める景観形成をめざします。 

・景観計画を令和２年度に策定中です。 

・景観計画では、市街地エリアにおい

て、人々の交流空間づくり等を目的

に、歩行者に圧迫感を与えない建物

の配置とするよう定めています。 

・景観計画における市街地景観エリアに関する

内容との整合性を図ります。 

・企画振興課【景観】 

③景観法に基づく景観

計画の策定に向け検

討を進めます。 

魅力あるデザインされた市街地と、富

良野ならではの田園景観の保全と修景

をめざして、景観法に基づく景観計画

の策定及び景観行政団体への指定に向

け検討を進めます。 

・景観計画を令和２年度に策定してい

ます。また、同時に景観行政団体へ

移行します。 

・計画策定済みのため、景観計画策定及び景観

行政団体への指定がされますので、その後の

実効性ある取り組みを進める記載とします。 

・企画振興課【景観】 

④景観形成を推進する

ための体制づくりを

めざします。 

景観形成は、基幹産業の農業、観光の

振興にとっても重要となることから、

市民、企業、行政が協働で持続的に取

り組み、良好な景観を形成することが

できる体制づくりをめざします。 

・良好な景観を形成する体制について

は、個々の団体など市民活動のなか

で実行されています。 

・景観計画では、景観法に位置付けら

れている、景観協議会や景観整備機

構の指定ができることとなっていま

す。 

・都市計画区域内の都市景観形成に関する基本

方針として、景観計画における市街地景観エ

リア及びリゾート景観エリアに関する内容

をまとめ方針化します。 

・企画振興課【景観】 
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